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gp ドアシリーズ

ACE ドアシリーズ

本書は施工・取付・調整の際に必要になりますので、
大切に保管してください。
また、金物パーツの納品形態に関しては、金物仕様書
（P15～18）をご参照ください。

施工業者様用
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■金具の取付け方法

■吊込み手順

●前後･左右調整プレートと
　ドア側ハネの取付け

前後･左右調整プレート

ドア側ハネ

ドア

①

②

③

ドアの加工部に前後・左右調整プレートを
取付けます。
ドア側ハネを前後・左右調整プレートに取
付けます。
縦枠に枠側ハネを取付けます。 4ヶの皿穴部にタッピンねじを通

して取付けます。

3ヶの皿穴部に小ねじを通して､
前後・左右調整プレートに取付け
ます。

①
②
上用丁番の軸心棒を引き出します。
ドアが上枠に当たらないようにドアをや
や傾けながら、下用丁番から差し込みます。

③ドアをまっすぐに立てて上用丁番の位置
合わせをしてから、軸芯棒を下げて上用丁
番の結合を行います。

④最後に建付けと軸芯カバーの調整をして
完了です。

③

①

②

3方向調整丁番

施 工 ガ イ ド

ドア

枠 ドア枠

●下用丁番の上下調整ねじ
　を左に回すと、ドアは下が
　ります。

●下用丁番の上下調整ねじ
　を右に回すと、ドアは上が
　ります。

上下調整ねじを
左に回すと、
ドアが下がります。
最大 2.5mm

上下調整ねじを
右に回すと、
ドアが上がります。
最大 2.5mm

ドアの上部が枠に当たる

ドアの開き側が枠に当たる

ドアの開き側のすきまが大き過ぎる

ドアの下部が床をこする

上下調整
ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整用
固定ねじ

前後調整ねじ

ドアが後に下がり過ぎている

ドアが前に出過ぎている

固定ねじ

左右調整ねじ

固定ねじ

左右調整ねじを
左に回すと、
ドアが開き側に
寄っていきます。
最大 2.5mm

左右調整ねじを
右に回すと、
ドアが吊元側に
寄っていきます。
最大 2.5mm

左右調整ねじ

固定ねじ

②ドア側ハネの固定ねじを締めると、
　ドアは吊元側に移動します。

①ドアを移動させたい分量まで、
　左右調整ねじを右に回しておきます。

③位置が決まったら、緩めておいた
　前後調整用固定ねじを締めます。

②前後調整ねじを左に回して、
　ドアを前方に移動します。

③位置が決まったら、緩めておいた
　前後調整用固定ねじを締めます。

②前後調整ねじを右に回して、
　ドアを後方に移動します。

①ドア側ハネの前後調整用固定ねじ
　を緩めておきます。

①ドア側ハネの前後調整用固定ねじ
　を緩めておきます。

前後調整ねじを
左に回すと、
ドアが前方向に
寄っていきます。
最大 3mm

前後調整ねじを
右に回すと、
ドアが後方向に
寄っていきます。
最大 1mm

上
下
調
整
方
法

左
右
調
整
方
法

前
後
調
整
方
法

上下調整
ねじ

③位置が決まったら、緩めておいた
　固定ねじを締めます。

②左右調整ねじを左に回して、
　ドアを開き側に移動します。

①ドア側ハネの固定ねじを緩めて
　おきます。
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●
プ
レ
ー
ト
の
取
付
け

プ
レ
ー
ト
の
取
付
け
座
（
樹
脂
製
）
及
び
、

表
示
器
の
ボ
ス
に
は
溝
が
切
っ
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
タ
イ
プ
の
取
付
け
座
は
締
め
終
わ
り
を

「
カ
チ
ッ
」
と
音
で
知
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

取
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
：

締
め
込
ん
で
い
き
「
カ
チ
ッ
」
と
鳴
っ
た
後
、
さ
ら
に
約

半
回
転
を
目
安
に
、
動
作
を
確
認
し
な
が
ら
締
め
こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
「
カ
チ
ッ
」
と
「
カ
チ
ッ
」
の
間
で
止
め
ま
す
。

ケ
ー
ス
の
ラ
ッ
チ
が
開
錠
状
態
（
ラ
ッ
チ
が
引
込
む
状
態
）
の
と
き
に

サ
ム
タ
ー
ン
、
コ
イ
ン
錠
は
最
初
に
本
図
位
置
の
状
態
で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
取
付
け
後
に
正
常
に
機
能
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
注

意
　
 簡

易
シ

リ
ン

ダ
ー

錠

　
　
　
　
　
　
ご

利
用

時
は

ネ
ジ

の
締

め
す

ぎ
に

　
　
　
　
　
　
ご

注
意

く
だ

さ
い

。

ハ
ン
ド
ル
固
定
ネ
ジ

角
芯

●
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
や
わ
ら
か
い
布
な
ど
で
拭
く
こ
と
を
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ

　
い
。
汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
、
水
ま
た
は
中
性
洗
剤
を
水
で
5
～
1
0
％
程
度
に
薄
め
て
浸
し
た
布
を
よ
く
し
ぼ

　
り
拭
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
ベ
ン
ジ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ト
イ
レ
用
洗
剤
、
防
カ
ビ
剤
、
塩
素
系
洗
剤
、

　
強
酸
お
よ
び
強
ア
ル
カ
リ
性
薬
品
等
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

L
J
ケ

ー
ス

ロ
ッ

ク
（

丸
座

C
3
用

）

丸
座
（
表
）

フ
ロ
ン
ト

ス
ト
ラ
イ
ク
固
定
ネ
ジ

ス
ト
ラ
イ
ク

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル

表
示
器
／
間
仕
切
器

ラ
ッ
チ

ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク
Ｌ
Ｊ

サ
ム
タ
ー
ン
ベ
ー
ス

丸
座
ベ
ー
ス

サ
ム
タ
ー
ン
固
定
ネ
ジ

サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー

丸
座
カ
バ
ー

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル

丸
座
固
定
ネ
ジ

ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク
固
定
ネ
ジ

10～100mm以内

付属ビス

1

2

マイナスドライバー等で押す

下にスライドさせ外します。

付属ビス

（先に取付けて位置の調整を

 行ってください。）

AC784の取付け

ストライク

ベース

ストライクピンは縦方向にセットします。

横方向に取付けると、扉をキャッチした際に

遊びが大きくなります。

（横方向の平面はレンチなどで高さ調整する

為のものです。）

ストライクピンの向き

良い例

縦向き 横向き

悪い例

良い例 悪い例

ストライクは垂直に取付けてください。

注意

ストライク上部の穴に付属の六角レンチを差し込んで時計

回りに押し回しますと、ストライクピンを下方向へ出すこと

ができます。床からの高さを3.5～5mmに調整してください。

（AC784の場合はレンチで調整後、ベースに取付けてください。）

ストライクの調整について

取付位置が決まりましたら、ストライクの下端部を扉の端面

に合わせての下段の長穴からビスを取付け、平行を出した後

上段のビスを取付けてください。

（AC784の場合は、ベースからマイナスドライバー等でロック

を解除し、ストライク部を外してから取付けてください。）

良い例

悪い例

扉

扉

余裕を見る 本体を取付ける位置は、

ストライクが扉の端から

１０～１００mmの間の

位置にくるように設置

してください。

また、扉を開けた時に

レバーハンドルが壁に

接触しない位置に取付

けてください。

ドアキャッチャーを

ヒンジ側方向に取付け

たり、壁際ギリギリの

位置などに取付けますと

扉のしなりでレバー

ハンドルが壁に接触する

ことがありますので扉

との余裕を見て検証

しながら位置を決めて

ください。

取付位置注意

付属ビス

付属ビス

（先に取付けて位置の調整を行ってください。）

1

2
ストライク

AC774の取付け

10～100mm以内

付属のレンチ

1
0
～

2
0
 

3
.
5
～

5
 

3
.
5
～

5
 

端部を合わせる

ストライクピン

付属のレンチ

外す

AC774

扉

床

AC784

扉

カバーは図の位置に置き、手のひら等で右

に回転させ完了します。

外す場合はこの逆の操作を行ってください。

ストライクの付いた扉を動かし、ストライク下部の突起がベー

スのバンパーに当たる位置で、取付け位置を決め、ベースをビス

にて取付けます。

次にリングをはめ、カバーを（図1）に従ってはめてください。

※厚み１１mm以上の直貼り床材使用の際は直にビス止めしてください。

※直貼りで厚み１１mm未満の床材の場合は付属の長ビスとエビモンゴ

 プラグをご使用ください。（裏面参照）

※カーペット敷きには専用（別売）のカーペットベースをご使用ください。

カバーの取付け方

③本体の取付け

①取付けの位置決め

カバーは手のひらで押しつけ回すと比較的楽に

取外しができます。

図1

NO.009

特徴・動作(AC774)

キャッチ状態

フリー状態

※扉がしなって

押しづらい時は

足で軽く押すと

楽に作動させる

ことが出来ます。

扉を押すとバンパーが押され、

リングが回転しキャッチ状態になります。

もう一度扉を押すとバンパーが押され、

リングが回転しフリー状態になります。

①

②

③

④

リング

バンパー

必ず施工前にこの取付説明を読み正しく施工してください。
AC-774/784ドアキャッチャー施工・取付説明書

設置条件：床と扉下部の隙間が１０～２０mmまでの対応。

②ストライクの取付け

注意

注意

リングを回し、図の位置

ワックスカバー

にしてはめてください

④取付後の確認と養生

確認が終わりましたら付属のワックス

カバーを本体にかぶせて養生してくだ

さい。

取付け完了後、リングが軽く回るか

確認してください。軽く回らない場合

は付属ビスを半回転位緩めると、改善

出来ます。（緩ませすぎに注意）

取付けが完了しましたら必ず動作確認を行って

ください。

※正常に作動しない場合、裏面を参照の上

対処してください。

カバー

ベース

リング

付属ビス

バンパー

注意 電動ドライバーを使用する場合は

最後まで締めこまず、手動ドライバー

にて軽く締めてください。

良い例 悪い例

注意

90° 

扉 扉

本体は扉に垂直に取付けてください。

注意
フローリングの継ぎ目は踏まないよう、取付けください。

止むをえずフローリングの継ぎ目を踏んで取付ける場合は

取付けビスを半回転くらい緩めて調整してください。

（緩ませすぎにご注意ください。）

フローリングの継ぎ目

良い例 悪い例

（本説明書は取付後も破棄せず、ワックスカバーと共にご使用者にお渡しください。） 

注意

ドアキャッチャーをご使用の際は必ず扉、

レバーハンドル等に手を添えた状態で押し

付けるようにご使用ください。 

021 022
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Kwikset ハンコック 取付説明書

梱包品リスト取付に必要な工具

ラッチ 空錠ノブネジ

ストライク緊急鍵解除用具
(間仕切り錠のみ)

同梱されない
シリーズもあります

もしくは
35 mm‒44 mm*

54 mm

25 mm

ネジは完全に
外さない

ラッチのバックセットを
ドアの外側からあてがう。

ラッチ芯棒の位置が加工穴の中心に
来ている場合はステップ4に進む。
ラッチ芯棒の位置が加工穴の中心に
来ていない場合はステップ3Cに進む。

必要な場合ラッチの調整

ピンを2 3/4の
位置に動かす

62820 / 01

取付に便利な工具
ラチェットドライバー

wood block

センター位置の
確認

プレートを回す

反時計回り

ノブを引き抜き外す

 A
 C  D

H

F

K

E

JG

 B

A

A

B

A

B

C

もしくは

ドアの準備と各所寸法の確認1

ノブを取り外す2

必要な場合ラッチのバックセットを調整する3

プレート用の
彫込加工

調整

G

E / J

ラッチボルトを
押しながら
ノブを取り付ける。

ビスを締める際にはラッチが
水平に保たれるようにする

緊急用として必ず分かりやすい場所に
保管していただきますようお願いします。

錠付の場合、室外側と室内側で鍵が
適正な向きになるように注意する。

C (2x)

ドアの閉じる方向に
注意しながら取り付ける 

ドア枠

A

 

F / K

A

B C

D

芯棒の向きに
注意しながら差し込む

ビス穴にビスがカチッとはまり込むまで回す

プレートを
反時計回りに回す

反時計回りに回しながら
芯棒にノブを入れる

プレートを
時計回りに回す

ラッチを取り付ける4

ノブを取り付ける5

間仕切り錠の緊急鍵解除のために!

3 

レバーを取り付ける

レバーと養生カバーをプレートから取り外す

4 

1 
右図の面がドア側に
接するよう取り付ける

 

2 

B 

A 

C 

1 

1 

2 

2 

3 

3 

レバーを以下のように取り替える：
1.(鍵付きの場合)キーを使用して鍵がかかっていない状態にする。
2.同梱のレンチの長い側をスクリューの穴に差し込みスクリューを緩める。
3.レバーを引き抜きもう一方のレバーに差し替える。

ラッチボルトを押しながら
レバーを挿入する

プレートを回して
ビスとプレートを
固定する。

レバーを取り付ける。

カバーを取り付ける。

同梱のレンチでスクリューを締める。

こちらのストライクは使用しません。

 

ラッチの準備

ピン

もしバックセットのセンターが70mmの場合、
ピンを2 3/4の位置に変更をする。
※プレイリーホームズドアのバックセットセンター位置は
60mmで加工しています。

ラッチの方向を
ドアの開閉する
方向に合わせる
ように注意を
する。

各種ラッチの取付方法

計測
方法

ビスを完全には外さない。

2
3

TRASH 

1

1 

2 

3 
4 

4 

6 

7 
8 

レバーの吊元方向を変更する場合

5 

取り付けた側のレバーが
水平になるようにビスを締め込む。
(インパクトドライバーは使用せず手動で行う。)

Kwikset コモンウェルス 取付説明書

取付に必要な工具

1

2

3

60mm

もし
くは

70mm

※調整受座が標準になっています。
　Kwiksetに同封されているプレートは使用しません。 

錠付ノブ

※ストライクは使いません

※

023 024



受
箱

フ
ロ
ン
ト
用

木
ね
じ

●
受
箱
可
動
時

●
受
箱
固
定
時

4 4

3.
6

6.
5

●
初
期
設
定

　
チ
リ［
小
］

●
調
整
最
大

　
チ
リ［
大
］

前
後
調
整
ね
じ

調
整
板

プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

鎌
錠
・
セ
ッ
ト
内
容
と
各
部
の
名
称

K
M

-1
7

K
M

-0
1～

17
鎌

引
戸

錠（
丸
座
）取
付
説
明
書

L
Z

K
M

T

当
製
品
は
、扉
厚
対
応
を
角
芯
と
ネ
ジ
長
さ
に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。下
記
説
明
図
を
参
考
に
適
正
な
部
品
を
選
ん
で
施
工
し
て
く
だ
さ
い

※
対
応
扉
厚
２
８
～
４
２
ｍ
ｍ

表
示
器
取
付
位
置

●
鎌
を
格
納
し
た
状
態

　
表
示
　″
白
″

　
表
示
器
す
り
わ
り　
″縦
″

　
サ
ム
タ
－
ン
　″
縦
″

●
鎌
を
出
し
た
状
態

　
表
示　
″赤
″

　
表
示
器
す
り
わ
り　
″横
″

　
サ
ム
タ
－
ン　
″横
″

裏
裏

白
赤

　
 注

意
●
取
付
け
の
際
は
、取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
の
上
、正
し
く
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
取
付
け
後
、必
ず
動
作
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
商
品
の
取
扱
説
明
書
は
、取
付
け
後
も
廃
棄
せ
ず
ご
使
用
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
な
ど
水
が
か
か
っ
た
り
湿
気
が
多
い
場
所
に
は
設
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。部
品
な
ど
が
腐
食
し
て
、破
損

　
し
や
す
く
な
り
ケ
ガ
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
つ

い
て

●
定
期
的
に
乾
燥
し
た
や
わ
ら
か
い
布
で
軽
く
拭
い
て
く
だ
さ
い
。（
必
要
以
上
に
強
く
こ
す
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

キ
ズ
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）
ま
た
、汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
は
、水
ま
た
は
中
性
洗
剤
を
水
で
～
１
０
％
程
度

に
薄
め
て
浸
し
た
布
を
よ
く
し
ぼ
っ
て
ふ
き
取
り
、乾
い
た
布
で
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
ベ
ン
ジ
ン
、シ
ン
ナ
ー
、ア
ル
コ
ー
ル
、ト
イ
レ
用
洗
剤
、防
カ
ビ
剤
、塩
素
系
洗
剤
、強
酸
お
よ
び
強
ア
ル
カ
リ
性

薬
品
等
は
表
面
を
痛
め
ま
す
の
で
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。※
上
記
成
分
の
含
ま
れ
る
除
菌
シ
ー
ト
等

も
ご
使
用
に
な
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ス
ト
ラ
イ
ク
の
調
整
方
法

上
下
調
整

前
後
調
整

  

前
後
調
整
ネ
ジ
を
プ
ラ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で

回
し
、
隙
間
を
調
整
し
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
用
木
ね
じ
を
一
旦
緩
め
、
受
箱
を
上
下

に
動
か
し
調
整
し
ま
す
。
位
置
が
決
ま
っ
た
ら
、

フ
ロ
ン
ト
用
木
ね
じ
を
締
付
け
て
固
定
し
ま
す
。

角
芯

鎌
錠
ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク

ト
リ
ガ
ー

を
押
し
ま
す
。

②

①

サ
ム
タ
ー
ン
を
回
し
て
く
だ
さ
い
。

注
）ト
リ
ガ
ー
を
押
さ
え
て

な
け
れ
ば
回
リ
ま
せ
ん
。

サ
ム
タ
ー
ン

表
示

木
ね
じ

取
付
け
ね
じ

●

こ
ち
ら
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

施
錠
の
チ
ェ
ッ
ク

ネ
ジ
の
締
め
す
ぎ
注
意

扉
が
割
れ
た
り
、ケ
ー
ス
を
圧
迫
し
て
動
き
が
悪
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
動
作
確
認
を
し
な
が
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

取
付
け
ね
じ（
短
）

（
扉
厚
２
８
～
３
６
ｍｍ
用
）

取
付
け
ね
じ（
長
）

（
扉
厚
３
６
～
４
２

ｍｍ
用
）

木
ね
じ

 
 

 
 

角
芯
短（
扉
厚
２
８
～
３
３

ｍｍ
用
）

角
★
こ
ち
ら
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

角
芯
-短
・
長
を
使
う
と
可
動
し
な
か
っ
た
り
、
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

芯
中（
扉
厚
３
３
～
３
８
ｍｍ
用
）

角
芯
長（
扉
厚
３
８
～
４
２

ｍｍ
用
）鎌
錠
ケ
ー
ス
ロ
ッ
ク

サ
ム
タ
ー
ン（
裏
）

ス
ト
ラ
イ
ク

K
R
-
0
1（

間
仕
切
り
/
表
示
用
）

ア
ウ
ト
セ
ッ
ト
引
戸
錠
 
取
付
説
明
書

L
Z

2K
R

T
 

ア
ウ

ト
セ

ッ
ト

引
戸

錠
の

取
り

付
け

位
置
（

バ
ッ

ク
セ

ッ
ト

）
は

扉
の

ア
ウ

ト
セ

ッ
ト

量
と

扉
枠

の
開

口
幅

に
よ

り
変

化
し

ま
す

。
切

り
欠

き
図

を
参

考
に

設
定

し
て

く
だ

さ
い

。

右
引

き
・
左

引
き

仕
様

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
本

体
の

調
整

は
不

要
で

す
。
対

応
扉

厚
は

３
０

～
４

０
ｍ

ｍ
で

す
。
取

付
前

に
必

ず
本

書
を

読
み

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

※
室

外
側

か
ら

見
て

右
に

引
く

ド
ア

を
右

引
き

、
左

に
引

く
ド

ア
を

左
引

き
と

設
定

し
て

い
ま

す
。

 

●
ア

ウ
ト

セ
ッ

ト
引

戸
錠
・
セ

ッ
ト

内
容

と
各

部
名

称

引
戸
内
側

引
戸
外
側

N
O
.
0
0
8
 

（
表
示
器
カ
バ
ー
）

コ
イ
ン
錠
カ
バ
ー

固
定
ネ
ジ

（
表
示
器
）

コ
イ
ン
錠

ネ
ジ

の
締

め
す

ぎ
注

意

扉
が

割
れ

た
り

、
錠

を
圧

迫
し

て
動

き

が
悪

く
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

※
電

動
工

具
は

使
わ

ず
、
手

動
で

動
作

確
認

を
し

な
が

ら
締

め
て

く
だ

さ
い

。

ス
ト
ラ
イ
ク
（
バ
ン
パ
ー
）

ス
ト
ラ
イ
ク
固
定
ネ
ジ

ロ
ッ
ク
ス
イ
ッ
チ

ア
ウ
ト
セ
ッ
ト
引
戸
錠

●
扉

の
引

き
方

向
に

関
係

な
く

コ
イ

ン
錠

を

左
に

回
し

、
垂

直
方

向
に

す
る

と
解

錠
に

な
り

ま
す

。

コ
イ
ン
錠
：
横

コ
イ
ン
錠
：
た
て

●
施

錠
さ

れ
て

い
る

場
合

下
図

の
よ

う
に

コ
イ

ン
溝

は
水

平
状

態

に
な

っ
て

い
ま

す
。
コ

イ
ン

錠
の

溝
に

コ
イ

ン
、
ま

た
は

マ
イ

ナ
ス

ド
ラ

イ
バ

ー
を

入
れ

ま
す

。

コ
イ

ン
錠

側
か

ら
の

解
錠

の
手

順
（

緊
急

時
）

※
室

内
側

か
ら

鍵
が

掛
か

っ
て

し
ま

っ
た

場
合

。

●
ロ

ッ
ク

ス
イ

ッ
チ

が
ス

ト
ラ

イ
ク

に
ぶ

つ
か

ら
な

い

事
を

確
認

し
ま

す
。

●
ロ

ッ
ク

ス
イ

ッ
チ

上
部

を
押

す
と

、
ス

イ
ッ

チ
下

部
が

飛
び

出
し

扉
を

ロ
ッ

ク
し

ま
す

。
解

錠
に

は
ス

イ
ッ

チ
下

部

を
押

し
元

の
状

態
に

戻
し

ま
す

。

●
ア

ウ
ト

セ
ッ

ト
引

戸
錠

は
正

常
に

施
工

さ
れ

る
と

、

下
図

の
よ

う
な

状
態

に
な

り
ま

す
。（
引

戸
を

閉
め

た
状

態
）

扉
の

施
錠

方
法

取
付
時
位
置
：
必
ず
ロ
ッ
ク

位
置
に
し
て
く
だ
さ
い

ロ
ッ
ク
ス
イ
ッ
チ

コ
イ
ン
錠

取
付
時
位
置
：
横

コ
イ
ン
錠

樹
脂
座

金
属
座

ア
ウ

ト
セ

ッ
ト

引
戸

錠

ロ
ッ
ク
ス
イ
ッ
チ
・
コ
イ
ン
錠
取
付
位
置

 
 安

全
に
関
す
る
ご
注
意

●
取

付
け

の
際

は
、
取

扱
説

明
書

を
ご

確
認

の
上

、
正

し
く

施
工

し
て

く
だ

さ
い

。

 
ま

た
取

付
け

後
、
必

ず
動

作
確

認
を

し
て

く
だ

さ
い

。

施
工

が
不

完
全

な
場

合
ガ

タ
ツ

キ
・
は

ず
れ

等
に

よ
り

ケ
ガ

を
す

る
お

そ
れ

が
あ

り
ま

す
。

●
商

品
の

取
扱

説
明

書
は

、
取

付
け

後
も

廃
棄

せ
ず

ご
使

用
者

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

。

●
用

途
以

外
の

ご
使

用
は

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
は

ず
れ

等
に

よ
り

ケ
ガ

を
す

る
お

そ
れ

が
あ

り
ま

す
。

●
屋

外
な

ど
水

が
か

か
っ

た
り

湿
気

が
多

い
場

所
に

は
設

置
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

 
部

品
な

ど
が

腐
食

し
て

、
破

損
し

や
す

く
な

り
ケ

ガ
を

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。

●
必
要
以
上
の
荷
重
を
か
け
ま
す
と
部
品
等
が
は
ず
れ
、ケ

ガ
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
業
務
用
扉
や
防
犯
性
の
高
い
扉
に
は
不
向
き
で
す
の
で
、使

用
し
な
い
で
下
さ
い
。

 ●
弊
社
ア
ウ
ト
セ
ッ
ト
引
戸
錠
は
、
室
内
専
用
で
す
。

●
弊
社
ア
ウ
ト
セ
ッ
ト
引
戸
錠
は
、
セ
ッ
ト
販
売
が
基
本
で
す
。

 
他
社
パ
ー
ツ
と
の
組
合
せ
に
よ
る
不
具
合
に
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ア

ウ
ト

セ
ッ

ト
引

戸
錠

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
は

、
や

わ
ら

か
い

布
な

ど
で

拭
く

こ
と

を
定

期
的

に
行

っ
て

く

だ
さ

い
。
汚

れ
が

ひ
ど

い
場

合
、
水

ま
た

は
中

性
洗

剤
を

5
～

1
0
％

程
度

に
希

釈
し

た
も

の
で

拭
き

取
っ

て

く
だ

さ
い

。
ベ

ン
ジ

ン
、
シ

ン
ナ

ー
、
ア

ル
コ

ー
ル

、
ト

イ
レ

用
洗

剤
、
防

カ
ビ

剤
、
塩

素
系

洗
剤

、
強

酸
お

よ

び
強
ア
ル
カ
リ
性
薬
品
等
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

取
付

前
の

調
整

商
品

に
つ

い
て

ロ
ッ

ク
ス

イ
ッ

チ
、
コ

イ
ン

錠
は

取
付

前
に

下
図

位
置

の
状

態
に

調
整

し
て

く
だ

さ
い

。

取
付

後
に

正
常

に
機

能
し

な
く

な
る

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

誤
っ

て
取

付
け

る
と

コ
イ

ン
錠

側
か

ら
の

解
錠

の
際

、
回

転
方

向
が

逆
（

右
回

し
）
に

な
り

ま
す

。
又

、
表

示
用

の
場

合

赤
・
黒

表
示

も
逆
（

解
錠

時
に

赤
表

示
）
に

な
り

ま
す

。

取
付

間
違

い
を

し
た

場
合

取
付

け
後

、
上

記
の

状
態

の
場

合
は

樹
脂

座
ご

と
取

り
外

さ
ず

、
マ

イ
ナ

ス
ド

ラ
イ

バ
ー

等
で

コ
イ

ン
錠

の
み

を
取

り
外

し
て

正
し

い
位

置
に

て
、
樹

脂
座

に
押

し
込

め
ば

直
す

事
が

出
来

ま
す

。

025 026



施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

FG-010
の場合

15
以
上

12

HR SYSTEM　上部吊り車 HR292-K/HR-290

■金具の納まり参考図

上部吊り車

■戸の加工寸法参考図

上部吊り車の
取付け加工寸法

下部ガイド溝の
加工寸法

FG-010

16

φ10.5

B 15A＝
2.
5

床 16

φ10.5

B 15A＝
2.
5

床
下部ガイド

43

16

40

23
.5

28

戸と
上
部レ
ール
のす
きま
寸
法

5～
10

2 2 30
（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

HR-150

前後調整代

HR-311
HR-292-K

HR-292-K

枠

左右調整ねじ

上下調整ねじ
ホルダー部

レール

固定カップ部

レバー
ホルダー部

固定カップ部

レール

HR-292-K

レール

HR-311

■金具の取付け方法
1.上部吊り車の取付け

①上部吊り車は、ホルダー部のレバ
ーをつまんで、固定カップ部とホ
ルダー部を分離します。

②固定カップ部のみ、戸の木口加
工部に取付けてください。

■戸の吊込み
①下部ガイドに戸のガイド溝を差し込
みます。

②固定カップ部に、ホルダー部をしっか
りと差し込みます。

※しっかりと差し込み、抜けないことを
ご確認ください。

■戸の位置調整
①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のねじを回
せば、戸の左右調整、下のねじを回せば戸の
上下調整ができます。

2.レールの取付け

①レールを取付ける前に、図に
示す方向で、上部吊り車をレ
ール内に挿入します。
②上枠にレールを取付けてく
ださい。

3.キャッチの取付け

①キャッチは、レールを取付けた後に
装着する事ができます。 4.下部ガイドの取付け

①下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。

※2wayソフトクローズ仕様の場合は不使用。

垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に注意してください。

天井（上枠）

HRｰ150

天井（上枠） 28

23
.5

戸と
上
部レ
ール
のす
きま
寸
法

 5
～
10

（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

上部吊り車

40

43

16

■金具の納まり参考図 ■戸の加工寸法参考図

下部ガイド

2 2前後調整代

※ソフトクローズの速度調整
　はできません。

トリガー取付け用 φ5.5穴ⓐ位置＝169 トリガー取付け用 φ5.5穴ⓒ位置＝戸幅－304

穴ⓐ 穴ⓒ

FCX-292-K

戸
先
側

固定カップ部

レバー

ホルダ－部

設 計 ガ イ ド

上部吊り車の取付け加工寸法

下部ガイド溝の加工寸法

施 工 ガ イ ド

トリガー ソフトクローズ方向

FC-612
トリガー取付治具

レール

トリガーをセットした
トリガー取付治具

添付ねじ

戸先用：穴ⓐ
(戸尻用：穴ⓒ)

正 誤 誤

トリガー レール

■戸の吊込み ■戸の位置調整
①下部ガイドに戸の下部ガイド溝を差込
みます。
②固定カップ部にホルダー部をしっかりと
差込みます。

※しっかりと差込み、抜けないことをご確
認ください。

①戸を吊ったままで、ホルダー部の上のねじを
回すと戸の前後調整、下のねじを回すと戸
の上下調整ができます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

5.下部ガイドの取付け
①下部ガイドを床の所定の位置に取付けてください。
垂直に戸が吊り込めるよう、取付け位置に注意してください。

ソフトクローズを正しく作動
させるために、必ず確認してください。
②レール取付けの前に、図の方向で上部吊り車をレール内に挿入します。
③上枠にレールを取付けてください。

3.レールの取付け
①スライダーが図の位置になって
いるか確認します。
なっていなければ、押して戻して
おきます。

2. レールの穴あけ
①レール芯の所定位置ⓐⓑⓒⓓに
　φ5.5の貫通穴をあけます（4ヶ所）。

レール内に残った切り粉は
取除いてください。

4.トリガーの取付け
。すまし返り繰を③～①記下、に用尻戸 ・ 用先戸

①トリガーをトリガー取付け用治具にセットし
ます。
②「2.レールの穴あけ」であけた[戸先用の場
合：穴ⓐ]・[戸尻用の場合：穴ⓒ]に、右記治具
を図に示す方向でレール内部に押し込み、
添付ねじでトリガーを固定します。

③完全に固定されたら、取付治具を下に引き
抜き、残りの[戸先用の場合：穴ⓑ]、[戸尻用
の場合：穴ⓓ]をねじ止めしてください。

●必ず手回しドライバーで締め付けてください。
●トリガーが溝に入っていない状態でねじを締め
付けると、トリガーが変形します。

ソフトクローズ方向

■金具の取付け方法
1. 上部吊り車の取付け
①ホルダー部のレバーをつまんで、
固定カップ部とホルダー部を分離
します。
②固定カップ部のみ、戸の木口加工
部に取付けてください。

169

25

戸幅
－3
04

戸が停止
する位置

戸が停止
する位置

φ5.5
貫通穴ⓐ

ⓑ

ⓒ
ⓓ

戸先
側

戸尻
側

25

スライダーの
位置確認

戸先側
FCX-292-K

戸尻側
HR-292-K

レール

スライダーの
位置確認

ホルダー部

レール

前後調整ねじ
上下調整ねじ

固定カップ部

25
穴ⓑ

25
穴ⓓ

戸が停止
する位置

戸が停止
する位置

作動距離
約50

作動距離
約50

トリガー
FC-312

トリガー
FC-312

HR-292-K

戸
尻
側

●治具はトリガーが完全に固定されるまで、押し当て
続けてください。
●トリガーをレールに取付けたときにトリガーがレー
ル内の溝にまっすぐ入るようにしてください。

戸先用：穴ⓑ
(戸尻用：穴ⓓ)

HR SYSTEM　2wayソフトクローズ FCX-292-K

15
以
上

12

ユーロトレンドドア・ACEドアはドア本体に上部吊り車の固定カップが取付済みですが、gpドアは固
定カップが上部吊り車に装着した状態でのお届けとなります。取り外して、ドア本体への取付をお願い
致します。

027 028



■金具の使用場所

OS用トリガーねじセット

HR-342

レールの端面を隠す化粧カバーです。
左右勝手があります。

●2wayソフトクローズ上部吊り車

FG-010
●下部ガイド

※前後調整付きの吊り車を使用する場合は、他の吊り車や下部ガイドも前後調整付きに統一してご使用ください。

HR-150-OS
●上部レール

FCX-292-K

戸を吊ったままの状態で、
戸の上下前後調整ができます。

※本レールは現場でのカットや穴
加工を要しますので、あらかじめ
ご了承ください。加工については、
設計・施工ガイドをご覧ください。

本レールにトリガーを取付け
る際は、添付のパーチビスで
はなく、こちらのナットとねじ
を使用します。

レール加工後は、必ずレール内
を掃除してください。アルミの切
り粉などが残ったまま使用します
と、音鳴りや動作不良の原因と
なります。

FＫ-320
●下部戸当り
床に固定します。必ず上部レール用
戸当りと位置を合わせ、戸先と戸尻
の両方に固定してください。

FＫ-310
●上部レール用戸当り
上部レールに穴加工をし、レール内
に差し込んで固定します。必ず戸先
と戸尻の両方に固定してください。

FC-312
●トリガー

●サイドカバー

レール内に取付け、
ソフトクローズを
作動させます。

上下
±2.5ｍｍ

調整幅

前後
±2ｍｍ

●HRシステムの吊り車を使用した、アウトセット上吊引戸システムです。
●上部レールは単一なので、施工が簡単で、外観性にも配慮しています。

下記をお読みのうえ、正しくお使いください。
●引戸をアウトセットで使用する際は、必ず本ページ掲
載の部品構成にてご使用ください。他の部品を使用し
たり、構成部品に不足がありますと、戸の脱落や、シ
ステムの破損のおそれがあります。
●取付け壁面に下地があることを事前にご確認くださ
い。下地がない場合は、補強板を設置してください。
●戸先と戸尻の上下に戸当りを取付けるスペースがある
ことをあらかじめご確認ください。

HR SYSTEM　アウトセットHR-150-OS（単一レール）

施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

レールには左右勝手があります。正面から見て左側の取り付け穴を基準に施工しますので、
レールをカットする場合は右側をカットしてください。
「★壁面取付穴」と左側の各取付け穴は加工済みです。右側の穴はすべて別途穴加工が必
要となります。
図はレール左側の穴加工位置です。右側にも左右対称となる位置に同様の穴加工をして
ください。
左端部から10mmと60mmの位置にある壁面取付穴は、右端部にはありませんので、
レールカット後、同様の位置に穴加工をしてください。

●

●

●

●

レール加工時の

アウトセットHR-150-OS（単一レール）

32

※吊り車や下部ガイドの詳細は、667ページをご参照ください。■金具の納まり参考図

※吊り車や下部ガイドの詳細は、667ページをご参照ください。■金具の取付け方法
1.レールの取付け

2.戸当りの取付けと戸の吊込み①レールの右側を任意長さでカット後、「設計ガイド」の加工寸法を参考に、レールの右側
に穴加工をします。戸当りやトリガー用の穴は上部レールの内側から加工します。

穴加工後は、必ずレール内の
清掃をしてください。

②上部吊り車をレールに挿入し、レールを壁面に固定します。
HR-342を使用する場合はこの時に取付けます。 ①上部戸当りをレールに取付けます。 ②トリガーと下部ガ

イドを取付け、戸を吊り込みます。

③戸の位置調整をし、
ソフトクローズの初回動作を確認します。

④下部戸当りを上部戸当りと位置を合わせ、床に取付
けます。

HR-150-OS

※HR-342を使用
　しない場合は不要

※図はレール左側をあらわしており
　ます。右側は左右対称となります。

上部レールおよび吊り車

【戸先側】

【戸尻側】

※レール端部と戸当り面の距離を77mm以上にしてください。戸当りをレール端部寄りに設置すると、戸が過度に戸当りに
　当った際に、レール端部が変形する恐れがあります。

壁面取付穴　φ5.5穴 φ7.5皿

HR-342用穴 φ5.5

戸当り用穴 φ5.5 トリガー用穴 φ5.516 3.5

上部レール長さ=右側を任意長さでカット（最長2,400）

60 「★壁面取付穴」ピッチ=300 300

26 17.5 16.5

8

9

25トリガー位置=156

36

FK-310※必要スペース
77

FCXｰ292ｰK- トリガー
FCｰ312

戸と
上
部レ
ール
のす
きま
寸
法
 5
～
10

（
製
品
出
荷
時
 7
.5
）

HR-150-OS

FC-292-K

HR-342

レール固定ねじは添付
されておりません。
別途皿タッピンねじ4×50
（推奨）をご使用ください。

戸と枠のすきま寸法=5以上

枠

壁

レールの左側の各取付け穴は加工済み。右側には同様の後加工が必要。

12
45

56

35

壁面取付穴
φ5.5穴 φ7.5皿

HR-292-K

※レール端部と戸当り面の距離を77mm以上にしてください。戸当りをレール端部寄りに設置すると、戸が過度に戸当りに
　当った際に、レール端部が変形するおそれがあります。

壁面取付穴　φ5.5穴 φ7.5皿

HR-342用穴 φ5.5

戸当り用穴 φ5.5トリガー用穴 φ5.5 163.5

上部レール長さ=右側を任意長さでカット
（最長2,400）

60

DWー304+77

「★壁面取付穴」ピッチ=300300

2617.516.5

8

9

25

36

FK-310 ※必要スペース
77

FCｰ292ｰKトリガー
FCｰ310

レールの左側の各取付け穴は加工済み。右側には同様の後加工が必要。

壁面取付穴
φ5.5穴 φ7.5皿

029 030



連動引戸金具 FG-900 連動引戸金具 FG-900

、
開閉時に隣の戸を連動開閉させ
ます。

●連動引戸金具は、1枚の戸を操作すると残りの戸も連動して開閉することができます。
●床にレールを使用せずに間仕切ることができます。
●3本引きにすると、2本引きの場合より戸を開けた時の開口部を広くとれます。

壁

戸C

戸B

戸A

床に直付けし、ガイド部分を戸C
の下部溝の中に入れて使用しま
す。戸の走行ガイドおよび振れ
止めとなります。

ガイドピースおよび床付ガイド
をキャッチし、戸の走行をストッ
プさせたり、閉めた戸のガタツ
キを防止したりします。

戸の下部先端に取付け、ガイド
部分を隣の戸の溝の中に入れて

●床付ガイド

●ガイドピース

FG-990

FG-960

引戸下溝補強金具

HRｰ150
●上部レール

施 工 ガ イ ド

設 計 ガ イ ド

■戸の吊込み

■戸下面の加工寸法参考図

■金具の納まり参考図

■金具の取付け位置

A B

戸厚C Ｄ 戸厚Ｃ  　  Ｄ

床付ガイド
FG-990

ガイドピース
FG-960

●上下及び側面の納まり寸法 ●戸幅寸法の算出方法

W （枠内寸法）

105E E

DW
DW

DW

DW（戸幅）
壁

柱
柱

13

※ 戸の重なり寸法は、各ガイドがエンドクッション
 に入り込むために必要な寸法です。

Ｂ

24

戸厚Ｃ

30

Ｄ

9

壁

壁

戸Ⓒ

FG-990 ガイドピース

32.5
閉　
　 開

52.5
25.5

52.5

32.5

25

壁
戸Ⓑ
及び
戸Ⓒ

●ガイドピースの取付け　
（戸Ⓑと戸Ⓒの閉じ側先端部）

●床付ガイドの取付け

　

壁または柱

E

105

FG-960

戸Ⓐ

戸Ⓑ

戸Ⓒ

戸Ⓒ

戸ⒷまたはⒶ

FG-990

ガイドピース

ガイドピース

（戸の重なり寸法）

ガイドピース

FG-960 （30-9）

①戸Ⓒの下部溝をFG-990（床付
ガイド）に被せるように上部レー
ルの下に設置します。

②戸とレール内上部吊り
車を接続します。

③戸Ⓒ先端に取付けてある
ガイドピースに戸Ⓑまた
は戸Ⓐの下部溝を被せる
ように設置します。

④戸とレール内上部吊
り車を接続します。

戸幅 DW  ＝
枠内寸法W ＋ { ( 戸の枚数－1 × 戸の重なり代 E ) + 105 } 

戸の枚数  ＋ 1

A

39

●正常に引戸を連動させるために、床と戸のスキマは13mmになるようにしてください。
●吊車の上下調整を行う際に、ガイドピースが戸や床に接触しないようにしてください。
　また、FG-990が戸に接触しないようにしてください。
●幅と高さの比率が約1：5を超えるような引戸を使用して連動させた場合、動作が不安定になる場合があります。

ご注意

上 下

右 左

上 下

右 左

推
奨
吊
車
使
用
時
の
戸
と
上
部
レ
ー
ル
の
す
き
ま
寸
法

H
R
-2
9
2
-K
：
5
～
1
0
(製
品
出
荷
時
 7
.5
)

W ＋ { ( 戸の枚数－1) × 戸の重なり代 E + 105 }

FC-990

●2wayソフトクローズ上部吊り車
FCX-292-K

戸を吊ったままの状態で、
戸の上下前後調整ができます。
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折れ戸用金具
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名古屋 〒461-0004 名古屋市東区葵３-７-14 IMYビル7Ｆ

営業時間　8：30～17：00（土日祝・年末年始を除く）

お問合せ
受付番号

TEL.(052)930-7855   FAX.(052)930-7856

052-930-7855 

松　本 〒390-1131  長野県松本市今井５０３１
TEL.(0263)50-3911   FAX.(0263)50-3912
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